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２日目の午後、幼児をもつ保護者の方々
を対象に公開シンポジウムを開催しまし
た。シンポジウム１では「おもちゃと子ど
も」、シンポジウム２では「子どもと発達」
について、先生方から話題を提供いただい
た後、会場に来ていた保護者との質疑応答
の時間を設けました。

子どもは遊びの天才である

多田 千尋

0 〜６歳の子どもは遊びの一流プレー
ヤーだと思う。それは日本も台湾も変わら
ないと思う。そして、子どもたちの遊びに
は、いくつかの特徴がある。
1）繰り返しが好きであること。毎日同じ

遊びをしていても、飽きない。同じ絵
本を読み聞かせしても、毎日感動する。
絵本の中にも繰り返し手法がたくさん
使われている。絵本作家が、子どもが
繰り返しを好きだと知っているので、
それを取り入れているのだろう。

2）聞きたがり屋であること。幼稚園の先
生から見ると、うるさいほど、「なぜ？」

「どうして？」と、シャワーのように質
問を浴びせてくる。

3）触りたがり屋であること。色々なもの
を触らないと気がすまない。２〜３歳

の子どもを連れて骨董品屋さんに行く
のは、とても緊張する。触ってほしく
ないものほど触るからである。（笑）

4）拾いたがり屋であること。道端に棒が
ひとつ落ちていたら、確実に拾う。大
人は見逃してしまうが、子どもは見逃
すことはまずない。親から見ると、拾っ
てほしくないものほど拾う。（笑）

5）プレゼントしたがりであること。先日、
知らない女の子から石ころをひとつプ
レゼントされた。子どもは同じことを
やっても飽きないから、石を拾ってプ
レゼントする、ということが、繰り返
し行われる。

6）ユーモアの天才であること。先日友人
家族が来たときに、出前を頼んだ。私
は電話口で、「きつねそば、たぬきそば」
と注文していた（日本では、そばに動
物の名前がついている）。そうしたら、
５歳の男の子が不思議そうにこっちを
見ていた。受話器を置いたら、彼が受
話器をとり、何やらお話ししている。

「キリンさんとゾウさんをお願いしま
す」と一生懸命話していた。かなり真
剣勝負をしていたと思う。

幼児教育の中では、案外大人がイライ
ラしてしまったり、嫌になってしまった
りすることがあると思う。しかし、見方
を変えて、マイナスだったものをプラス
に変えていくことができる。遊びの天才
がやっている、特技なのだと思いましょ
う。それが私の提案。

ぜひ今日は台湾の天才たちの話も聞か
せてほしい。

子ども期の遊びから
生涯の遊びへ

張  世宗

遊びは子どもにとって大事なことであ
り、もっと研究する必要がある。遊びに
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はいくつかの側面がある。一つは「創作
性」、もう一つは「操作性」である。「創
作性」とは、想像力を豊かにするもので、
例えば自らおもちゃを作ることや遊びに
よって想像力をはぐくむこともできる。「操
作性」とは、自ら手や頭を使うことで、た
とえばパズルや知育玩具などがそれに当
たる。

遊びというと、昔は子どもだけに焦点
が当てられていたが、少子高齢化の時代で
は、高齢者にとっての遊びもますます重要
視されてくる。リハビリにはコストがかか
るが、遊びによって健康を維持することで、
リハビリに必要なコストを下げることが
期待できるからである。

日本では少子高齢化の時代となってい
るが、将来台湾でも同じ問題が起こる。私
は現代社会の発展を農村期→工業期→
IT期→保健期と考える。いまはまさに第
３の時期（IT期）で、これから第４の時期

（保健期）に突入しようとしている。少子
高齢化社会では、高齢者が自ら遊び、自ら
健康を保つことが急務になっていると思
われる。

教師にも発達の最近接領域
がある

朱  家雄

幼児教育の現場では、常に葛藤が存在
する。子ども中心の教育を実施すると、教
育内容が少ないと保護者からクレームが
来る。逆にカリキュラムを中心にする教育
を行えば、子どもの自由な時間を奪ってし
まう危険性がある。現場の教師は途方に暮
れることが多々ある。

ヴィゴツキーによれば、子どもには「発
達の最近接領域」があるが、教師にも「発
達の最近接領域」があると思う。東アジア
の幼児教育の第一線にいる教師たちはみ
んなその問題に悩まされている。それは永

遠の課題なので、私も時には悟ったよう
に思うのだが、また時には、分からなく
なることがある。そういうことの繰り返
しである。

Q：創作的な遊びをするときに、親が用意
すべきものは何か？

【張  世宗】親は何もしない方がいい。「遊
ぶと志がなくなる」という言葉があった
が、実は「遊ぶと知恵がついてくる」とい
うのが本当のところ。今度、コミュニティ
おもちゃセンターを作ることにした。ど
んどん遊んでもらいたい。一回やって分
からなくても、何回かやるうちに分かる
ようになる。大人より子どもの方が遊ぶ
のが上手。

また中国には「１人目の子は本の通りに
育てる、２人目の子は適当に育てる」とい
う言葉がある。つまり、子育てについて
構えすぎないで、どんどん手放ししてい
くことが大切である。遊びをオープンに
すること、創作能力を育ててあげること。
色々な素材を提供し、自由に遊ばせるこ
とが親の役割だと思う。

Q：ゲームと遊びについて質問したい。デ
ジタル化時代のいま、iPadとテレビのど
ちらの方が、子どもにとって学習効果が
高いか？　メディアとうまく付き合う方
法も教えてほしい。

【朱  家雄】デジタルについて、反対する専
門家が多い。しかし、デジタルがもたら
す負の面はあるものの、科学はどんどん
進んでいるので、その潮流を止めること
はできない。デジタルによって今までで
きなかったことができる、という良い面
もある。子どもの吸収力は非常に高いの
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で、次世代はデジタルの使い方も上手であ
る。iPadとテレビのどちらがいいかという
答えは難しいが、保護者としては、親子の
絆を大切にし、たくさんコミュニケーショ
ンをとって、子どもを育ててほしい。

【多田 千尋】ハイテクの話については、食
べ物の問題と一緒だと私は考える。子ども
がカップ麺が好きだからといって、毎日食
べさせる親はいない。ハイテクのおもちゃ
も、ほどほどにバランスを整えて、という
ぐらいでよいのでは。いわば主食とお菓子
の関係と同じだと思う。

【張  世宗】子どもの問題は多様。お酒もた
ばこも悪いことではないが、はまってしま
うことが悪い。デジタルを使いすぎると人
との関わり合いを失ってしまう。幼児期は
親子にとって一番大事な時期だから、親子
の関わりをしっかりもってほしい。

ゲームの中では死んでもリセットでき
るのだが、現実の世界では、命はリセット
できない。テレビドラマを見ていると、確
かに何かを学ぶこともある。オリジナルス
トーリーもある。でも、ゲームからいいこ
とを覚えることはまずない。相手のプレー
ヤーを攻撃したりするわけだから。現実と
区別がつかなくなる人は少なくない。

大事なのは方向性。方向性が合ってい
れば、目的地に行くには、飛行機で行って
も、歩きで行っても、結果は変わらない。

Q：現在台湾にも子育てや幼児教育の製品
やサービスがある。子どもをどう育てるか
について、何か良いアドバイスがあるか。

【多田 千尋】日本でも、今のお母さん（注：
質問者のこと）のような質問がたくさん出
る。子どものためにどうするか、というよ
りは、母親がどう生きるかという問題だと
思う。子どもに笑ってほしかったら、自分
も笑わなければならない。子どもに幸せに

なってほしかったら、自分も幸せである
ことを見せる。以前、「どうすれば積木遊
びをうまく子どもに教えられるか」という
質問を受けたことがあるが、親が一生懸
命積み木をする姿を見せるのが良いと答
えた。自分と同じ遊びを大人がしてくれ
ている姿を見るとき、子どもはものすご
く嬉しそうな顔になる。そういう姿をた
くさん子どもにプレゼントしてあげるの
が良いのでは。
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親子関係が子どもの
発達にとって重要である

郭  煌宗

子どもの発達に関する早期検診に取り
組んでいる。本日は子どもの早期検診、早
期治療の実践についてお話をしたい。

０〜18歳まで、子どもはそれぞれの段
階で異なる問題を抱える。

まずは、妊娠すると超音波検診を受け
る。ご存じのように、その頃は心臓など機
能の問題が大きい。やがて、赤ちゃんが生
まれて、育っていく過程では、機能の面か
ら徐々に情緒の問題になってくる。

今まで、1800人〜2000人ほどの子ども
を、私が作ったアセスメントツールで検
査し、発達に問題が見られる子どもに対
して早期治療も行った。家庭で何もせず
に、病院での治療のみの場合は、早期治
療の３分の１は成功、３分の１は変わら
ず、そして３分の１は失敗と言われる。
いわば、早期治療だけでは保証できな
い。教育も同じだと考える。

私の考え方にはあまりユニークなとこ
ろはないかもしれないが、親として、子ど
もの生活に真心をもって参加し、子どもと
一緒に成長していくということが大事な
のだと思う。時間をかけて、一番地道で一

番単純な方法でもいい。何をどこでサポー
トしてあげられるか、よく見てほしい。
そして、子どもの行動について、適切に
反応する。そのために、まずは親子の良
好な信頼関係を構築する。子どもを観察
し、寄り添うことは、とびきり賢い頭が
なくてもできること。大事な人と一緒に
いる、お母さん、お父さんが後ろについ
ているという認識が、子どもにとって大
切である。

子育てに良い環境を

榊原 洋一

小さな子どもの発達について、おもちゃ
が発達を促進するのに大きな影響を与え
るという話をした。私も郭先生と同じ、
小児神経の専門医なので、子どもの発達
に関心がある。どういう環境が子どもを
よく発達させるのか、ということについ
て、親だけでなく多くの大人たちが関心
を持っている。たくさん研究もある。多
くの研究が示しているのは、「どうすれば
子どもがよく育つか」というのは正直よく
分からないということ。例えば、多田先
生がおやつと主食の話をしたが、iPadは多
数の環境の一部でしかない。他の環境も
考えなければならないので、医学・教育
学でも分からない。

しかし大事なことはいくつか分かって
いる。
1）自分で育っていく力は、どの子どもも

持っている。
2）どうすれば良い子に育つかという答え

は難しいが、子どもに悪い影響を与え
る因子は分かっている。例えば、ネグ
レクト、無視、虐待など。テレビやイ
ンターネットも悪いのではないか、と
いうことはみなさんも感じていること
だと思う。自分と小林先生は、そうい
うメディアに接することで、どういう
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影響を子どもが受けるかという日本に
おけるフォローアップ研究に参加して
いる。1000人の子どもに対して、どう
いうテレビ番組を見ているかというこ
とを、８年間追ってきた。それで何が
分かったかというと、子どもはそれほ
ど影響を受けていないということだっ
た。

Q：多動の子どもについて、どう測定する
のか。

【榊原 洋一】子どもは基本的に多動である。
特に年齢の小さい子どもは、じっと座って
いることができない。みなさんは２時間の
講演でもじっとしていられるが、２〜４歳
の子どもはできない。危険なことがなけれ
ば、病的ではないと私は思う。

細かく診断したい場合は、チェックリ
ストもあるので、それを利用すればいいと
思う。

【郭  煌宗】社会的な規範を守れるかどうか
も一つの尺度だと思う。また、個性なのか、
病的なものなのかに分かれてくる。子ども
の気質、性別、知能、文化的背景、認知能
力によっても異なる。また、親の教養やし
つけ、関わりも大きな影響を与える。

ピアジェの理論によれば、０〜２歳
は知覚動作を練習する時期、３〜７歳は
シンボリックな遊びをする時期、８歳か
らはルールを覚え規則的な遊びも始める
時期である。この視点から見れば、ひと
つの参考ではあるが、子どもの成長を考
えると、その延長線上に、想像の遊びの
時期が入る。３歳６ヶ月、７ヶ月になる
と、恐竜や車の遊びだけではなく、それ
を延長していく時期になってくると予想
される。

ただし、もし車でばかり遊んでいて、

よく見ると、並べるという行為が何歳に
なっても変わらなかったら、例えば１
歳、２歳、３歳になっても、ずっと同じ
並べ方だったら、もしかしたら？と心配
してもいいかもしれない。また、観察者
が、ちょっと車をずらすと、子どもが怒
りだすようだったら、もしかしたら？と
疑問を持ってもいいかもしれない。子ど
もの視線におかしいことはないか、声を
かけたときの反応はどうか。自閉症の疑
いがあるかどうか。多方面からのアプ
ローチをしてみる必要がある。あまり心
配だったら、病院などの専門機関に行っ
た方がいいだろう。

【フロアとの質疑応答】
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開催趣旨

主催

共催

後援

事務局

発行日

発行

編集人

編集スタッフ

翻訳

デザイン

育児・保育・教育に関係する東アジアの大学、
研究者の相互交換講義を支援し、
子ども学の普及と国際化を目指す。
その結果、子どもを取り巻く諸問題の解決や
環境改善に役立つような学術活動を推進する。
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華東師範大学
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日本赤ちゃん学会
異文化比較学会
日中教育交流会議　など

チャイルド・リサーチ・ネット（Child Research Net）
http://www.crn.or. jp
http://www.childresearch.net
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李  臨安（日→中）
Sarah Allen（日→英）

森  一典デザイン事務所
富田  淳子

東アジア子ども学
交流プログラム

の概要

本プログラムは、2007年11月に上海華東師範大学で発足し、
長沙、東京、杭州、東京、上海、北京、鄭州の開催を経て、2012年には、台北で活動を行いまし
た。
本書は2012年の報告です。
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http://www.childresearch.net



